
Ⅱ．整備コンセプト 

前章の「道の駅の整備目的」の整理結果に基づき、サンセット牛之浜景勝地「道の駅」に集積

すべき機能、薩摩川内市、長島町に立地する「道の駅」との関わり方などに関する基本的な方向

性について、以下にまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ‐Ⅰ サンセット牛之浜景勝地「道の駅」の基本的方向性 

サンセット牛之浜景勝地「道の駅」 

【阿久根市、薩摩川内市、長島町の地域づくりの方向性】 

●魅力あふれる資源を生かした観光振興による交流人口の拡大 

・南九州西回り自動車道全線開通を見据えた、地域間連携の促進と人やモノが活発に行き来する

交通や交流の拠点づくり 

・歴史・文化・観光等を含めた旅行誘客や販路拡大につながるセールスの推進 

・南九州西回り自動車道から長島、天草、島原を結ぶ観光ルートの策定による薩摩半島西岸の美

しい景観と東シナ海に沈む夕日などの国内への発信 

●特色ある地域産品や農商工連携による新たな産品の流通販路拡大 

・消費者ニーズを踏まえた商品開発の促進と付加価値の向上や販路拡大に向けた支援 

【南九州西回り自動車の開通】 

●阿久根市から薩摩川内市における自動車交

通量の大幅な増加 

●九州縦貫自動車と一体となった南九州西岸

還流ネットワークの形成 

●信頼性の高い緊急輸送道路の形成 

【阿久根市、薩摩川内市、長島町の地域資源】 

●地域ブランドとして確立されている農林

水産物及びその加工品 

●東シナ海を望む景勝地（牛之浜景勝地、黒

之瀬戸と渦潮など） 

●薩摩よりみち風景街道 

●《休憩機能》 

南九州西回り自動車道や国道 3 号利用者に対する利便性の高い、

安全・快適な休憩空間の形成 

●《情報発信機能》 

地域の“みどこい”や道路状況等を効果的に情報発信する空間

の形成 

●広域交流拠点 

・地域の魅力（みどこい）を五感で感じることのできる広域

交流拠点の形成 

・市民同士の交流機会創出拠点の形成 

●広域防災拠点 

・災害発生後の広域的な応急対応や復旧・復興拠点の形成 

阿久根市近隣の「道の駅」 
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●●《地域連携機能》 

イベント共催・産品相互流通などによる連携 



サンセット牛之浜景勝地「道の駅」の整備コンセプトは、前項の基本的な方向性と阿久根市、

薩摩川内市、長島町の特徴を踏まえ、道路利用者や市民が様々な地域資源に触れることができる、

「みどこい溢れる南九州西岸を楽しみ、元気になり、地域がつながる道の駅」とします。 

 また、整備方針として、「休憩機能」、「情報発信機能」、「地域連携機能」の基本的な機能を具現

化していくため、次の基本方針を掲げます。 

 

～整備コンセプト～ 

 

基本方針１｜南九州西岸地域（阿久根市、薩摩川内市、長島町など）が一体となって

魅力（みどこい）を感じ、伝え、ファンを増やす道の駅 

基本方針 2｜南九州西岸地域の絶景を五感で感じ、安らげる道の駅 

基本方針 3｜災害に備え、防災について学べる道の駅 

基本方針 4｜市民が集い、活動と交流により元気を創る道の駅 
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方針１｜南九州西岸地域が一体となって魅力（みどこい）を感じ、伝え、ファンを増やす道の駅 

南九州西岸地域の「魅どこい」「美どこい」「味どこい」「見どこい」を五感で感じ、情報発信

して多くの方に知ってもらい、『また来たい！』ファンが生まれる場を目指します。 

・地域振興の拠点として、南九州西岸地域の「魅どこい」「美どこい」「味どこい」「見どこい」

を感じる（うまい、きれい、たのしい、いやされる）ことできる機能の集積を図ります。 

・観光案内の拠点として、南九州地西岸地域の旬な情報を発信して、観光周遊を促します。 

・近隣の「道の駅」のレストラン、軽食等のグルメ情報を紹介し、他の「道の駅」も含めた

利用促進を図ります。 

 

方針２｜南九州西岸の絶景を五感で感じ、安らげる道の駅 

道路利用者や市民が、地域の豊かな自然環境を楽しみ、安らげる場を目指します。 

・道路利用者や市民がゆったりと過ごせる居心地の良い休憩空間を創出します。 

・南九州西岸地域を代表する「美どこい」「見どこい」である「県指定文化財（名勝）牛之浜

海岸」を満喫し、滞在できるような空間を創出します。 

 

方針３｜災害に備え、防災について学べる道の駅 

南九州西回り自動車道を利用した広域的な支援物資拠点として、また災害時の一時避難場所

となり、日頃から防災訓練や研修を通じて学ぶことのできる防災拠点の形成を図ります。 

・災害発生時には、緊急消防援助隊をはじめとする支援部隊の集結拠点や一時避難者の支援

の場として貢献できる機能を持つ拠点づくりを行います。 

・市民の防災意識の啓発や防災研修の場としての拠点づくりを行います。 

 

方針４｜市民が集い、活動と交流により元気を創る道の駅 

様々な世代の市民同士のコミュニティ活動や市民と来訪者の交流の場、南九州西岸地域の特

産品や新たな商品展開を創出できる場を目指します。 

・地域活動や生涯学習、研修などの多種多様なコミュニティの集まりや交流イベントに活用

できるコミュニティ空間を創出します。 

・南九州西岸地域の農水産加工施設などと連携した、地域に波及する新たな魅力を引き出す

ような取組の拠点づくりを行います。 


